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日
本
の
寺
と
は
思
え
な
い
異
国
情
緒
を
感

じ
さ
せ
る
築
地
本
願
寺
。
現
在
の
本
堂

は
、
旧
本
堂
が
大
正
12
年
（
１
９
２
３
年
）
の

関
東
大
震
災
で
焼
失
後
、
昭
和
９
年
（
１
９
３

４
年
）
に
再
建
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
の
仏
教
寺
院
で
あ
り
な

が
ら
、
な
ぜ
こ
こ
ま
で
イ
ン
ド
風
建
築
様
式
と

浄
土
真
宗
の
文
化
が
融
合
し
た
独
創
的
な
建
築

が
実
現
で
き
た
の
か
。
そ
の
理
由
は
、
当
時
の

門
主
大
谷
光
瑞
が
、仏
教
の
ル
ー
ツ
＝
天
竺（
イ

ン
ド
）
へ
の
興
味
を
膨
ら
ま
せ
探
検
隊
を
派
遣

す
る
ほ
ど
、
海
外
文
化
へ
の
理
解
が
深
い
人
物

だ
っ
た
か
ら
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

設
計
し
た
の
は
東
京
帝
国
大
学
名
誉
教
授
で

建
築
家
・
建
築
史
家
の
伊
東
忠
太
。
忠
太
と
光

瑞
の
「
仏
教
は
も
と
も
と
イ
ン
ド
発
祥
。
な
ら

ば
建
物
も
古
代
イ
ン
ド
仏
教
様
式
で
」
と
い
う

考
え
の
も
と
、
本
堂
の
設
計
は
進
め
ら
れ
た
。

　

築
地
本
願
寺
の
外
観
は
、
イ
ン
ド
を
中
心
に

ア
ジ
ア
の
古
代
仏
教
建
築
を
模
し
た
忠
太
独
自

の
建
築
様
式
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
中
央
ド
ー

ム
の
デ
ザ
イ
ン
は
、
菩
提
樹
の
葉
が
モ
チ
ー
フ

と
さ
れ
、
そ
の
中
央
に
ハ
ス
の
花
が
描
か
れ
て

い
る
。
窓
の
形
も
、
柱
の
飾
り
も
独
創
的
な
デ

ザ
イ
ン
で
、
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
の
床
に
は
幾
何
学

模
様
の
モ
ザ
イ
ク
タ
イ
ル
が
貼
ら
れ
て
い
る
。

本
堂
入
口
の
扉
上
部
に
は
、
美
し
い
ス
テ
ン
ド

グ
ラ
ス
が
は
め
込
ま
れ
て
い
る
。

　

一
方
で
本
堂
の
内
部
は
、
浄
土
真
宗
の
様
式

に
な
っ
て
い
る
。
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
柱
と

梁
の
上
に
、
木
造
寺
院
独
特
の
折
上
格
天
井
が
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組
ま
れ
、
伝
統
的
な
仏
教
寺
院
の
雰
囲
気
を
か

も
し
だ
し
て
い
る
。

　

動
物
、
妖
怪
好
き
と
し
て
も
知
ら
れ
る
忠
太

は
、
数
多
く
の
動
物
、
幻
獣
の
像
を
本
堂
内
各

所
に
配
置
し
た
。
な
か
で
も
有
名
な
の
は
、「
小

さ
く
非
力
で
も
、
全
体
を
見
渡
せ
る
鳥
の
よ
う

な
視
線
が
大
切
だ
」
と
説
く
仏
教
説
話
『
三
畜

評
樹
』
に
基
づ
い
て
階
段
に
上
か
ら
順
に
配
置

さ
れ
た
と
い
う
鳥
、
猿
、
象
の
像
で
あ
る
。

　

平
成
26
年
（
２
０
１
４
年
）
に
本
堂
・
正
門

な
ど
が
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。

幾何学模様が描かれたモザイクタイル

本堂の入口を飾るステンドグラス

コンクリートの柱梁の上にあつらえられた、 
仏教寺院によくみられる折上格天井

仏教説話 『三畜評樹』 に基づいた
鳥、 猿、 象の彫刻


